
　

公
立
保
育
園
の
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
」

の
第
１
号
と
な
る
下
作
延
中
央
保
育
園
は
、
指

定
管
理
者
が
財
団
法
人
神
奈
川
県
民
間
保
育
園

協
会
（
奥
村
栄
理
事
長
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
期
間
は
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
〜
二
〇
一
〇

年
三
月
三
一
日
）

　

保
育
士
が
全
員
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
る
子

ど
も
や
保
護
者
へ
の
不
安
の
解
消
、保
育
の
質
、

人
員
配
置
や
安
定
し
た
雇
用
形
態
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
最
後
ま
で
保

障
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
懸
念
が
払
拭
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
こ
の
提
案

に
反
対
し
ま
し
た
。
少
な
く
て
も
六
ヵ
月
程
度

は
公
立
保
育
園
の
保
育
士
が
残
っ
て
引
継
ぎ
に

あ
た
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
や
保
護
者
の
不
安
を
緩
和
す
る
た
め
、

現
在
雇
用
さ
れ
て
い
る
臨
時
職
員
を
委
託
先
で

雇
用
す
る
な
ど
責
任
あ
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　

大
開
発
事
業
の
破
綻
が
深
刻
な
教
訓
と
な
っ

て
い
る
と
き
、
川
崎
市
は
「
限
ら
れ
た
財
源
」

の
な
か
で
厳
選
し
て
取
組
む
事
業
と
し
て
「
臨

海
部
再
開
発
」
と
「
神
奈
川
口
構
想
」
を
結
合

し
て
取
組
む
と
宣
言
し
て
い
ま
す
（
新
総
合
計

画
中
間
報
告
）。

　

神
奈
川
県
は
羽
田
空
港
の
「
神
奈
川
口
」
の

経
済
波
及
効
果
を
、
施
設
入
場
料
や
商
業
施
設

の
売
り
上
げ
な
ど
、
年
間
一
一
〇
〇
億
円
・
三

万
人
の
雇
用
増
と
し
て
い
ま
す
が
、
都
合
の
良

い
仮
定
に
よ
る
皮
算
用
で
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

今
の
と
こ
ろ
市
の
負
担
は
確
実
で
す
が

税
収
増
な
ど
見
返
り
に
つ
い
て
は
不
確
か
で

す
。
や
っ
て
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
事
業
を

推
進
す
る
の
は
自
治
体
と
し
て
無
責
任
で
す
。

阿
部
市
長
は
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
宣
伝
し

ま
す
が
利
便
を
享
受
す
る
の
は
む
し
ろ
大
企
業

で
す
。

　

こ
れ
ら
を
ご
り
押
し
す
れ
ば
、
市
財
政
を
更

な
る
借
金
漬
け
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

基
盤
整
備
に
つ
ぎ
込
む
税
金
の
額
な
ど
、
市

民
と
情
報
を
共
有
化
さ
せ
最
低
で
も
市
民
の
意

向
を
最
優
先
に
白
紙
撤
回
も
ふ
く
め
再
検
討
す

べ
き
で
す
。

に
は
約
五
〇
〇

〇
万
円
の
予
算

で
で
き
ま
す
。

し
か
し
、「
か

わ
さ
き
教
育
プ

ラ
ン
」
中
間
報

告
で
は
「
少
人

数
指
導
」
の
推

進
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
全
国
で
始
ま
っ
て
い
る
「
少
人
数

学
級
」
に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
採
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
「
学
校
選

択
制
」に
つ
い
て
も
、教
師
が
生
徒
募
集
に
歩
き

回
る
東
京
都
の
例
や
、通
学
コ
ス
ト
の
負
担
増
、

近
所
の
学
校
に
入
れ
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
父
母
・
市
民
・
教
職
員
・
子
ど

も
の
声
を
反
映
す
る
よ
う
繰
り
返
し
市
民
説
明

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
育
の
質
の
保
障
、継
続
性
を
重
視
し
、

不
安
の
解
消
を

　注目をあつめた、川崎市の斜面地マンショ

ン規制条例（斜面地建築物の建築の制限に関

する条例）が成立しました。

　これにより、斜面上に垂直にせりあがる地

下室マンションについては建設に歯止めがか

けられる事になりました。しかし、条例が緑

や景観を保護するものではなく「建築規制」

に限られるために、いくつもの地下室マン

ションが階段状に並んでゆけば、いちじるし

く景観を損なうことは避けられないという大

きな課題を残しています。

　　日本共産党は、斜面地の貴重なみどりと

良好な住環境を維持していくために、残され

た課題についても改善

を急ぐよう、市民の環

境を守る市民運動とも

力をあわせ全力を尽く

します。

「地下室マンション
規制条例」が可決

－残された課題の解決に全力－

臨海部再開発
神奈川口構想

抜
本
的
な
再
検
討
を

神奈川口構想の整備プラン
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二
年
目
を
む
か
え

た
「
わ
く
わ
く
プ
ラ

ザ
」
事
業
は
、
登
録

者
数
も
利
用
者
数
も

減
少
気
味
で
す
が
、

障
害
児
の
登
録
は
増

え
て
お
り
、
対
応
す

る
専
門
ス
タ
ッ
フ
体

制
の
確
立
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
六
月
議
会
で
障
害
児
に
対
応

す
る
専
門
的
な
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
と
同
時
に
、
少
な
く
と
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤

務
す
る
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
が

欠
か
せ
な
い
と
指
摘
。

　

阿
部
市
長
は
、「
検
討
を
指
示
し
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
結
論
を
出
す
」
と
約
束

し
て
い
ま
す
。 フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
の

ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー

複
数
配
置
を
急
い
で

わくわく
プ ラ ザ

保育

下作延中央保育園が民営化
市が「指定管理者制度」を導入

　

平
成
十
六
年
発
表
の
「
川
崎
市
民
意
識
実
態

調
査
」
の
教
育
施
策
要
望
で
は
「
少
人
数
学
級

の
導
入
」
が
ト
ッ
プ
。

　

全
小
学
一
年
生
で
三
五
人
学
級
を
実
施
す
る

「
か
わ
さ
き
教
育

プ
ラ
ン
」は
市
民

討
議
を
大
切
に

教育 川崎市の出生率は1.27 こ
ど
も
を
生
み
、育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
支
援
の
拡
充
を

　

川
崎
市
の
平
成
十
四
年
度
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
全
国
の
一
・
二
九
よ
り
も

低
い
一
・
二
七
で
す
。
少
子
化
対
策
と

し
て
川
崎
市
が
お
こ
な
っ
た
ニ
ー
ズ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
子
供
の

数
が
理
想
よ
り
少
な
い
理
由
」
で
最
も

多
い
の
は
「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が

か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
」
が
四
九
・
六
％

と
半
数
を
占
め
ま
し
た
。
若
い
子
育
て

世
代
の
皆
さ
ん
が
、
経
済
的
支
援
を
求

め
て
い
る
の
で
す
。

　

小
児
医
療
費
の
助
成
制
度
を
就
学
前

ま
で
拡
充
す
る
こ
と
や
私
立
幼
稚
園
児

へ
の
保
育
料
補
助
の
拡
充
な
ど
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。

第
一
号

　2003年６月の地方自治法の改正により、導入された制度。「公の（市民利用）施設」の管理 運営にかんして、従来は直営か公共的団体への管理委託制度となっていましたが、改正によって議会の議決をへて指定される「指定管理者」に管理運営を代行させる制度となりました。管理者の範囲には特に制約をもうけず、民間営利企業も含まれます。　株式会社が市民の税金で建てた施設をただで使って利益を上げ、株主に配当を配る事さえ可能となります。

※指定管理者制度

は
確
実

大規模事業

日
本
共
産
党

税
金
投
入

税
金
投
入

税
金
投
入

税
金
投
入

税
金
投
入

多
額
の

日　

本

共
産
党


